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イネいもち病・飛来性害虫の発生状況（技術情報５号）について（送付）

このことについて、技術情報を下記のとおり取りまとめましたので、参考資料としてご活用下さい。

記

１ いもち病（別紙１）

１）ＢＬＡＳＴＡＭの判定結果について

ＢＬＡＳＴＡＭ（「アメダス」を利用した葉いもちの発生予察システム）によるいもち病感染に好

適な気象条件が、６月１５日～１７日、７月２日に県内全域で出現しています。いもち病感染好適日

から７～１０日後に葉いもちの発病が心配されますので、いもち病感染好適気象条件が出現した地域

では、今後の発生に注意をして下さい。

２ 飛来性害虫（別紙２）

１）ウンカ類（表１）

本渡市及び合志町の予察灯・ネットトラップによると、熊本県へのセジロウンカの初飛来は６月

１２日～１５日であり、その後６月２３日～３０日において断続的に飛来が確認されました。そのう

ち、６月２３日～２４日、６月３０日にまとまった飛来がありましたが、平年（過去５年）と比較し

てやや少ない飛来量です。

一方、トビイロウンカについては、７月１日に本渡市（予察灯）で２頭確認されていますが、ここ

数年と同じく少飛来の傾向が続いています。

２）コブノメイガ（表２）

本渡市の予察灯では、６日２３日～７月１日まで断続的に確認しています。また、本田における成

虫の追い出し調査結果より、飛来量は平年よりやや多いと考えられます。６月２６日を主飛来日とし

て、有効積算温度から発蛾最盛日を予測し、別紙２の表２に示しています。ただし、今後の気温次第

では発蛾最盛日が前後しますので、圃場での発生状況に注意して下さい。
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